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１．研究計画の概要 

明治・大正期に作成された談話筆記や回想
録を調査・収集し、内容はもとより地域や時
代、あるいは人物や出身などの分析を重ね、
総合的に考察する。談話筆記の対象となった
人物の身分や経歴、社会的背景などの再検討
を進め、それらをネットワーク化することで、
談話筆記類に登場した人物の明治維新観や
その裏面の解明が可能になる。明治２２年に
設立された史談会が出版した「史談会速記
録」、温知会や維新史料編纂会などの各種の
談話筆記や回想録の収集・検討を行い、さら
に談話の聴取や編集・出版の中心となった人
物・団体の活動と成果を考察し、その後の伝
記編纂事業や明治維新観の形成に与えた影
響を研究する。 

 

２．研究の進捗状況 

「史談会速記録」などを整理し、項目を立
てた分類を行い、一覧を作成した。長州藩関
係者の談話筆記と戊辰戦争の敗者となった
東北諸藩側談話筆記の二項目を設定し、体系
化を試みている。長州藩関係者については、
「史談会速記録」以外の談話筆記として、『防
長史談会雑誌』に収録された回想録や講演速
記録、あるいは長州藩関係者の事蹟などに組
み入れられた直話を収集・整理している。具
体的には、山口県文書館や山口県立図書館に
出張して、毛利家文庫などに収録されている
諸記録、毛利敬親や毛利元徳の伝記編纂事業
の過程で作成された談話筆記などを調査し、
写真撮影による史料収集を行った。「忠愛公

伝」「忠愛公贈位申請一件」「毛利元徳事蹟概
要」などの写真撮影である。東北地方関係で
は、青森県史編纂室や弘前市立図書館などに
出張し、弘前藩関係者の談話筆記や回想録の
収集に取り組み、同藩の権大参事であった杉
山龍江の調査を進めている。青森県史編纂室
が収集した「杉山丕家文書」などを調査し、
複写・写真撮影による関係史料の収集を行っ
た。また、東北地方では明治天皇の東北巡幸
が戊辰戦争後の復興に関係したことから、明
治９年の巡幸に関係した有力者の談話筆記
や回想録の調査にも着手している。さらに
「史談会速記録」作成の中心となった史談会
幹事の岡谷繁実に関しても、関連史料の調査
を行っている。史談会の役員とりわけ談話聴
取役になった幹事の役割は大きく、明治維新
観形成の一端を明らかにするためにも、岡谷
をはじめとする史談会幹事らの具体的な分
析が重要になっている。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

（理由） 

第１の原因は、調査対象が山口県文書館・
同県立図書館、および青森県の県史編纂室・
弘前市立図書館など、遠距離に位置している
ことが原因である。第２は研究代表者の諸事
情で１年目に十分な研究時間を確保できな
かったことが原因であり、２年目からその遅
れを取り戻しつつあるので、本年度はさらに
調査・作業の進行を急ぎ、当初の計画に追い
つくつもりである。 
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４．今後の研究の推進方策 
本年度も長州藩関係者の談話筆記・回想録

の調査と写真撮影を行って史料収集を進め
る。また東北地方関係では、青森県史編纂室
や弘前市立図書館などに出張し、弘前藩関係
者の談話筆記や回想録の調査を進め、杉山龍
江・東北巡幸関係史料の収集・分析に取り組
む。さらに、甲府や館林などの調査を通じて、
岡谷繁実関係史料の収集を進める。調査・収
集に並行して、入手した史料の検討を重ね、
明治期の談話筆記や回想録の全容を把握・分
析し、その成果と課題を考察する。談話筆記
や回想録が伝記編纂事業に果たした役割、そ
れらが明治維新観の形成にどのような影響
を与えたのか総合的な検討を進める 
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